
 

 

 

 

◆議案審議の充実について（案） 

 

目的：議案審議の充実 

議会審議の活性化 

 

具体策 ○従来の大綱質疑は「議案質疑＋一般質問」であるが、５月、１１月議会では、

大綱質疑を４日とし、議案審議の場と一般質問の場を区別して設ける。 

（２月、８月議会は、予算・決算議案が審議されるため、議案審議と一般質問 

の区別が困難） 

 

 

１ 議案質疑 

○議案質疑に限定して行う。 

        ↓ 

    ２ 一般質問（議案質疑終了後） 

     ○より議案に対する議論を深めるため、一般質問の場で議案に関連した質問 

を行うことも可能とする。 

 

※大綱質疑４日間における会派等の持ち時間は、５０分×会派等人数（答弁 

時間を含む）、複数可（人数制限なし）。 

 ＊３３０分×４日÷５２人×２＝５０分（現行制度の計算式を準用） 

    ※発言順序は、議案質疑・一般質問それぞれにおいて大会派順とし、２巡目 

以降繰り返す扱いとする。なお、同一議員が、議案質疑と一般質問の両方を 

行うことは可能とする。 

    ※２日目の議運では、議案質疑・一般質問ごとに発言者名・発言予定時間を 

通告する。 

 

 

【５月、１１月議会イメージ】 
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※１１月議会で試行し、問題点を検証の後、翌年の５月議会に反映させていく。 

→１１月議会で試行 
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②大綱質疑４日（議案質疑の後に一般質問） 
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